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EXPERIMENTAL STUDY ON THE EFFECTS OF 
CHEMOTHERAPEUTICS AND ANTIBIOTICS UPON THE 
MOTILITY OF INTESTINE BY ACUTE PERITONITIS 
by 
KAZUO 0GASA w ARA 
From the Department of Surgery, Osaka City University Medical School 
(Director: Prof. Dr. YAEMON SmRAHA) 
A study has been made of the effects of several antimicrobial substances upon 
the peristalsis and tonus of extirpated intestinal loop of rabbit by means of MAGNUs' 
method. The resul.ts obtained revealed that almost al these substances in general 
inhibited the motility of the intestine in higher concentration than blood level 
demonstrated by ordinary clinical dosage. 
But in experimental peritonitis of test animals caused by intraperitoneal 
injection of broth culture of Staphylococci and or Escherichia coli, they have 
enhanced the intestinal motility in vivo, following systemic administration, i. e. 
through intramuscular, intravenous or oral routes. Topical use of these chemother-
apeutic substances through intraperitoneal instillation has shown the same e百ects
in lower level, but inhibitory ones in higher concentration. 
However, an analytical study has further revealed that these promoting e百ets
of the chemotherapeutics upon the intestinal motility are brought about secondarily 






















































水溶性サルファ剤として， 0.2% Domian (6-Sulf-
























サ 、 ア ン 1～20 mg% 
l 以上 I0mg% 以下ιJv アセ b スル フ ア 、 ン 15mg% 
プ アセ Fスルファミンナ トリウム 20mg% // 15ロig% ， 
ア サルファダイアジン炭酸ソーダ溶液 10mg% ， 5mg% // 
剤j サルファダイアジン蒸溜水浮滋液 20mg% // 15mg% ， 
" ー ン ン 0.25～7.5 u/cc ス ト レ プ ト マー イ ン ン 5mg% ’F 2.5mg% 以下
ク ロールテトラサイクリ ン lmg% // 0.5mg% ， 
ク ロラムフェニ コール 2mg% ， l.5mg% ， 
オキシテトラサ イク リン 20mg% // l5mg% ， 
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実験では， Pc.は0.25μ/ccから 7.5μ/ccの聞において 2.5mg%以下の濃度では影響がなかったが／ 5mg %以
刻出腸管運動に対してほとんど無影響であった．ただ 上では腸運動抑制的に作用した．第8図は原液2ccす
1例のみにおいてP 第7図のようにp 作用濃度J.25μ/ なわち6mg%濃度のときでP 注入後漸次抑制的に作用
ccで最初やや刺戟的にI 6分以降は徐々に抑制的に作 してP 25分頃からは回復の徴を認められたが， 55分で
用して， 2時間後に復調した場合がある． もなお完全に腸運動は回復していなし＼
第3節ストレプトマイシン 第4節クロールテトラサイクリン
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2) 10% Domian: 0.3cc静注では， 注射後徐々に
To nus ・鰐勤ともに充進し｝とくに 15分回頃から強く








開腹後同様な傑作を行って， IO?o Domian l.Occを静
注した成縦は第21図のごとし注射後一時的に腸の
実験的急性腹膜炎i時の腸運動におよぽす化学療法淘jの影響について
i l~ I :IアI~ ljl:1:i:1:t~l!I~ 
111：；：げI::1:1+1+1+十｜＋｜一 ｜一
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ウ球菌性腹膜炎時における腸運動に対してP Pc. 2,000 














































































｜投与量｜投与方法l効力発現時間片岡 1［叫 2! 2J~ 1 3 t 3~ 4 I叫5 15~ 1 6 
護炎
30mg 筋注 無 効
50mg II 無 効
lOOmg II 20 分
産酋性 炎量
30mg 筋注 無 効
50mg II 無 効
lOOmg ， 10 分
対 50mg l筋注 無 効
lOOmg 
照 I cプイオン ｜ II 無 効注入後）
球菌性および大腸菌性腹膜炎いずれの場合においても
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~賠協同｜＋｜十 l+l+l+l+l+ / +l+I 十 r+I十













































｜投与方法｜効力耕輔！洲 1Ju~J2J竺~13YzI 4 1 4Yz凶竺~l 静注｜ザ直鎚蜘卜／＋ I ＋／一同l~ ＊ l *H ＊ぃ
｜静注 lf1直後運航｜＋｜十｜＋｜十卜I－卜｜ート lート｜一



























































S.M.単独でも lOOmgを要したが， Pc. 1,000単位と
S.M.20mgとを併用した場合には著効をえている．
第2節抗生物質の経口的全身性投与
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被検薬剤溶液の注入直後および2時間30分目頃から Pc. 2,000μ/cc液5cc：注入後には著変がなく＇ 20分後
みられた腸鳴動の先進に対しては，もち論同時に溶媒 から徐々に鰐動が冗進しはじめ， 3ないし 6時間後が
として注入された生涯食塩水の影響があったと考えね 最高で， 10時間後にもなお有効に作用した．




抗生物質 ｜投与量｜ 効力翻時間 ｜燐I1 1 u~ I 2 ¥ 2Yz I 3 I 3Yz I 4 I 4Yz I 5 j sYz I .6 
プ球堕 I T.M. I !Omg ｜投与後徐々に充進｜十｜十l+l+l+l+l+l*l*I骨＇＊＇＊；案 II. T・｜伽 I z分 ｜＃ ｜＃｜＃ ｜＃ ｜土｜士｜＋ ｜骨｜＃｜＃｜＃｜特
大富量I 膜炎
A.M. IOグ 投与後徐々に冗進 ＋ ＋ ＋十 * 十 十 十 十 ＋ ＋ 十 ＋ C.M. 1011 ， 十 ＋ ＋ * * ＋ * * * ＋ 十 十T.M. 2011 // 十 一 * ＋ ＋ 十 ＋ * ＋ ＋ 十 十I. T. 5 II 10 分 十 一 一 十 ＋ * * * ＋ * 
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S. M. lOmg/cc~液5ccを注入したところ， 一時的に
To nusが上昇して振幅は減少したが＇ • 15分後には正
常に復帰しp その後は徐々に儒動の振幅を増加し， 30





























C. M.6mg/cc液5cc注入後 Tonus ・螺動ともに克進
したが， 5分程で正常に復帰し， 30分から 2時間前後
第 41 図 まで再び元進的となりp それ以後は次第に減弱した．
これに反して， S.M. lOOmg/cc液leeの使用では， B）大腸菌性腹膜炎
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糠 投与量 ｜ 効力発現時間 I ；~時1 1 I u~ I 2 / 2y.f 3 13YzI 4J 4Y.I 5) 5Y.r 6 
， 
2州 cx 5c ｜注入直後より冗進｜特｜＃｜特 ｜＃｜十｜＋ ｜＋｜＋ ｜＋｜＋｜＋｜士
プ 民 2,00山×5cj 20分後徐々に冗進｜＋｜十｜州特｜卦｜＃｜＃｜＃ ｜＃｜＃｜特｜骨
ド 附帥cx刈無効｜士1-1-1-1-1-1 腸管麻痔ウ
S.M. 伽的x5cj 15分後徐々に冗進 ｜＋｜＋｜ モl朴 ｜竺 ｜士1-1-1-1-1-1一， 
1伽的xlc I注入直後より低下｜一｜一 ｜一 ｜一 ｜－ ｜ 腸 管 麻 痔
A.M.f 5点的x5c ｜訴後より徐々に1-1-1+1+1＋ ！十 ｜＃ ｜州 特｜＃ ｜＃｜特
. ・ . '' 叫 6mg/cx 5c J数量一時的にや｜十｜＋｜＋｜土トト ｜ー ト卜トト｜一
日 J2.0伽／似5cj 無 効 ｜士卜卜 ｜ ート 1~1 －卜 トトトi二
S.M. 
lOm的 x5c j注λ直後やや冗進｜＋ ｜士1-1-1一｜一｜ー｜ 死 亡
Om山×5c ｜注入後一時的低下｜＋｜＋｜＋ ｜＋｜＋｜＋｜一｜一 ｜一1-1-1ー も
.5m的× ~cc j注λ後一時的雄 ｜士｜＋｜＋｜＋川｜廿｜骨川 ｜骨川｜引材
A.M. 5mg/c x 5c j 4分後より雄 ｜＋｜＋｜土｜二｜二｜ー ト ｜斗二｜腸管牌
対 Pc. I 2,POu/c x 5cI無 効｜士1-1-1-1一1-1-1腸管麻淳













｜抗生物質｜投与量l投与方法｜効力発現時間｜舛｜竺j1y.l2 j2Yzj 3 j3Y.J 4 f4Yzl 5 I叫 6
????? ?? ?l,OOu. I筋注 無効
// 
!1~1; 1 =1=1=1= 1 =1~ =1=1 = 
凶－ト｜ート1-1一｜一ト ｜ー ｜一｜－
i芋円引ヰ出三t=-
Pc. I 2,00u. ， ， 
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& Byerly37＞は犬の実験的腹膜炎に対して， S.M.,A. 
M.およびC.M.の効果を比較してp 14日後の生存率
は，対照20%,S. M. (75mg 6時間毎＇ 8日間筋注）
60%, A.M. (lOOmg 1日4回経口投与） 90 %および
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